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本書は，イェール大学で現在アメリカ宗

教史を担当するハリー・スタウトを総編集

責任者としてオックスフォード大学出版よ

り刊行されている『アメリカの宗教シリー

ズ』の中の一巻である。1992年４月８日か

ら11日まで，イリノイ州ホィートン・カレ

ッジで開催された会議「環大西洋的視点に

おけるエヴァンジェリカリズム」で発表さ

れた論文を中心にまとめられた研究書で，

英米における近年のエヴァンジェリカリズ

ムに関する歴史研究の成果を概観する為に

有益な論文が多く収められている。

本書の編集者，また執筆者でもあるマー

ク・ノール，デイヴィッド・ベビントン，

ジョージ・ローレクはそれぞれ，アメリカ，

イギリス，カナダの各大学で教鞭を取る宗

教史の専門家である。編者を三地域より立

てた背景には本書のタイトルが示すように

エヴァンジェリカリズムという歴史的運動

を一国内で成立した運動というより，大西

洋を中心とした旧英領三地域を結ぶ，文化

交流のダイナミズムの中で捉えようとする

編集者側の意図がある。実際，国別，ある

いは特定の教派別のエヴァンジェリカリズ

ム研究はこれまで多くなされてきている。

この本のねらいは，環大西洋のコンテクス

トに焦点をあて，運動の相互関係を地理的，

歴史的に探ることによって，福音主義運動

の全体像を浮かび上がらせることにある。

旧英国領各地域間相互の比較研究に力点を

置き，ケーススタディを多く収めるため，

各論文の著者もアメリカ合衆国７名，カナ

ダ４名，イギリス７名（内イングランド４

名，スコットランド２名，北アイルランド

１名），オーストラリア１名と英語圏各地

域にまたがって集められている。また，論

文の執筆者には，単に担当地域，あるいは

人物についての特定的な研究に止まるので

なく，それぞれ取り扱うテーマ，運動，論

争の内容を少なくとも二つ以上の地域にま

たがらせて考察することが課題として与え

られている。

ここで編者の意味するところの「エヴァ

ンジェリカリズム（Evangelicalism）」と

いう用語について説明を加えておきたい。

エヴァンジェリカリズムは，通常，「福音

主義」と訳される主としてプロテスタント

内部の信仰的立場として理解されるが，ル

ターの宗教改革以降，様々なグループによ

り多様な定義がなされてきた。本書におい
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ては，18世紀イギリス本国と，大西洋を隔

てた英領植民地で起きたプロテスタント内

部の信仰刷新運動，第一次信仰覚醒（The

First Great Awakening）をエヴァンジェ

リカリズムのルーツと規定する。この運動

はさらに19世紀，より大規模な第二次覚醒

運動（The Second Great Awakening）を

経て，プロテスタント諸教派の積極的な海

外宣教活動を生みだし，英語圏以外の地域

へと地理的な広がりを見せていく。編者の

ひとりでもあるベビントンはこの，発生的

にイギリス，民族的にはアングロサクソン

を中心とする福音主義の特徴を，「聖書中

心主義（biblicism）」，「回心主義（conver-

sionism）」，「実践主義（activism）」，「十字

架中心主義（crucicentrism）」の４強調点

を掲げて説明する。すなわち，聖書を究極

の信仰的権威とし，新生（New Birth）を

強調し，信仰の個人的実践と社会的責任を

説き，十字架におけるキリストの贖罪をキ

リスト教の真髄とするプロテスタント内部

の人々が福音主義運動の歴史的担い手と理

解される(1)。

こうした４つの強調点を持つエヴァンジ

ェリカリズムの起源を18世紀にたどってみ

ると──ロンドンをはじめとする英国の商

業都市，スコットランドの高および低地方，

ウェールズとアイルランド，そして北アメ

リカの三植民地の人々は，天才的大衆説教

者ジョージ・ホイットフィールド，精力的

な福音伝道者ジョン・ウェスレー，北アメ

リカ史上最も優れた神学者とされるジョナ

サン・エドワーズの三名の指導者に導かれ

た宗教的「覚醒」をそれぞれの地域で，ほ

ぼ同時期に経験した。アメリカ独立革命直

前のこの時代，英国とその植民地は多くの

印刷物，頻繁な書簡の交換のコミュニケー

ションネットワークにより政治社会的，文

化的に緊密に結び付けられていた。たとえ

ば，植民地ニューイングランド，ノーサン

プトン教会の教会員アビガイル・ハッチン

ソンが「キリストの血がすべての罪をきよ

める」という趣旨の説教を聞いて経験した

「キリストに対する新たな思い」と「大き

な喜び」は教区牧師ジョナサン・エドワー

ズの記録した植民地の教会についての報告

書によりただちに英国に伝えられた(2)。ま

たウェスレーを中心として起きたロンドン

での覚醒も，ホイットフィールドのスコッ

トランド，グラスゴーにおける大衆伝道の

働きもこの環大西洋的な英語圏情報ネット

ワークによりまたたく間に各地に伝えられ

たのである。

大西洋地域の英語圏における福音的覚醒

運動，ことに第一次覚醒運動の強調点の多

くは，決してそれ自体新奇なものではなく，

大陸ヨーロッパの伝統的プロテスタンティ

ズムの歴史に連動するものである。また，

エドワーズがしばしば最後のピューリタン

として挙げられるように，殊に16世紀イン

グランドにルーツを持つピューリタンのカ

ルヴァン主義的信仰運動，その信条の大部

分，教会実践，行動様式を継承する。この

ように，伝統的プロテスタンティズムの信

仰を継承しつつも，18世紀の英国領におけ

る福音的覚醒運動は，それ以降のプロテス

タンティズムの性格を決定づける，特異な

強調点を生み出したと編者等は主張する。

本書における福音主義へのアプローチ

は，ほとんどの論文の著者が歴史家である
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ということもあり，この運動の基本的教え

やエヴァンジェリズム（福音の宣伝努力）

についてではなく，トランスナショナルな

ダイナミズムにより，福音主義者が，どの

ようにその信条，実践，組織，伝達の手段

を形成していったか，変化する文化状況に

いかに応答し，かつ，イデオロギー論争に

どう関わっていったかという事実の歴史，

文化，社会的分析となっている。すなわち，

「ホイットフィールド，ウェスレー，エド

ワーズ」といった名称によって代表される

18世紀から，「ビリー・グラハム，IVCF，

ジョン・ストット」といった名称に代表さ

れる今世紀まで，福音主義が，イギリス，

アメリカ，カナダを中心としたネットワー

クの中で，いかに発展かつ変容して来たか，

運動の相互関係性を分析することをねらい

としている。こうした歴史，社会分析的な

福音主義へのアプローチは，福音主義の運

動が何故定義しがたいかという理由をも再

確認させてくれる。エヴァンジェリカリズ

ムは本来，覚醒運動という動的な要因に促

されて形成されてきた流動的なムーヴメン

トであり，固定的，かつスタティックな定

義は歴史上のどの時代においても困難なの

である。福音主義は，前述のベビントンの

定義であげられるような共通要素を大枠と

して持ちながら，時代によりまたその地域

的な状況により様々に変容し強調点を変え

てきた多様な運動だといえよう。そうした

運動の多面性をも認識しつつ，エヴァンジ

ェリカリズムの各地域における歴史的，社

会的影響関係を分析するのが本書の論文寄

稿者達の共通した作業になっている。

ここで，編者等が一応の合意点として共

有しているエヴァンジェリカルの歴史に関

する見解を４項目挙げておこう。

まず第一の共有見解は，福音主義は非常

に複雑な現象だという認識である。18世紀，

発生期から，エヴァンジェリカリズムは常

に多様で，変容しやすく，異なった形態を

取ってきた。例えば，政治との関係を見て

も一貫性はない。地域，時代によって，保

守政治ともまた非常にラディカルな政治と

も結びついてきた。

第二に，福音主義は常にポピュラーな，

民衆運動的特徴により規定される。ナサ

ン・ハッチの著書『アメリカ宗教の民主化』

（Democratization of American Christianity,

1989）で詳しく論じられているように，英

語圏の福音主義の特徴は一般民衆の運動で

あるという点である。これには，長所と短

所と，両面が伴うが，短所としては，その

ポピュリズム故，カリスマ性や組織運営能

力を持つ人物が伝統的権威を個人的なもの

とすり替え，独断的な指導性を発揮すると

いった形をとることがある。しかし，大概

において，福音主義者は伝統的な宗教改革

以来の伝統を守りながら，刷新的な面をも

切り開いて来たと判断される。

第三として，福音主義者はしばしば伝統

主義の批判，改革者とされるが，実際面で

は伝統主義的である。例えば，20世紀，ペ

ンテコステ派やカリスマ運動の人々に伝統

的プロテスタントの側が用いる「熱狂主義

者（enthusiast）」という批判は，18世紀，

ジョン・ウェスレーが同時代人に受けた批

判に類似している。また，聖書のみをエヴ

ァンジェリカルズの唯一の教義とするとい

った極端な聖書崇拝主義は，福音主義でも
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特に保守的なグループの強調点である。し

かし，そうした立場から出される聖書解釈

や教えを検討すると，より伝統的なグルー

プにおけるリタジーや説教形式以上に硬直

化していることが多々ある。伝統よりも個

人の信仰体験を重視し，「新しい」ものを

追い求める傾向を持つかに見える福音主義

は，実際，その構成メンバーが意識する以

上に伝統の反復をしているのである。

第四。その歴史のはじめから，革新的な

コミュニケーションのネットワーク利用が

エヴァンジェリカリズムに超国家的な性質

を与えてきた。福音伝達のために登場した

様々なファクター（例えば聖書協会のよう

なヴォランタリー団体，ジョージ・ホイッ

トフィールドやビリー・グラハムのような

大衆説教家，書籍，雑誌，賛美歌）が，国

家の境界を超えて，北大西洋地域における

エヴァンジェリカル固有の表現形式を，引

いては全世界に伝播される形式を形作って

来た。以上，四点が編著者等の福音主義に

関する共通見解である。

さて，本論は，エヴァンジェリカリズム

の多様な展開を歴史的にたどることができ

るよう，五部構成になっている。第一部，

運動の「発芽期（Origins）」に関して五論

文が，第二部「革命期（The Revolutionary

Era）」に三論文，第三部「19世紀エヴァン

ジェリカル・カルチャー（Nineteenth-

century Evangelical Cultures）」に四論文，

地域的な特徴を考察した三論文が第四部

に，そして第五部「20世紀（The Twentieth

Century）」には四論文がそれぞれ収められ

ている。ここでは，最も多くページ数の割

かれている第一部について特に紹介する。

第一部の「発芽期」五論文に共通するの

は，福音主義は18世紀，その原点において，

国際的，汎プロテスタント的な広がりを持

つ運動であったとの見解である。例えば，

ジョン・ウォルシュによると，第一次覚醒

運動の３人の中心人物，ホイットフィール

ド，ウェスレー，エドワーズの内，前者２

名は，ロンドン，ボストン，スコットラン

ド，ウェールズ，フィラデルフィア，サウ

スキャロライナと大西洋を越え，自由な伝

道旅行を続けた。また，この時代のアング

ロプロテスタンティズムに多大な影響を与

えたドイツ敬虔主義の中心人物，ハレのＡ．

Ｈ．フランケが手紙を送った相手は約5,000

人，定期的な文通相手はざっと300人から

400人を数えたという。こうした国境を越

えた汎プロテスタント・ネットワークによ

り，イングランドの非国教徒，ニューイン

グランドの清教徒，スコットランドの長老

主義者達は緊密に結びつけられていたので

ある(3)。

1740年代は，廉価な一文雑誌の登場によ

り，出版業界に変革の起きた時代でもある。

スーザン・オブライエンの論文によると，

大西洋を往復する私的な書簡のやりとり

は，やがてより大きなメディア，福音主義

者により次々に刊行された雑誌や新聞に取

って代わられる。リバイバルに関する書簡

や「驚くべき御業」に関するナラティヴは

直ちにに印刷され，広範囲に渡って配布さ

れ，市場に流通することになったのである。

このようにして，「契約，回心，新生」と

いう共有概念の行き渡ったプロテスタント

文化圏全域に，リバイバルの言説が流布さ

れ，環大西洋的な福音主義のサブカルチャ

104

キリストと世界　第７号（1997年）



ーが形成された(4)。

18世紀における産業構造の変化と都市の

発達，および，大規模な市場の登場とリバ

イバルの関係はハリー・スタウトの論文の

主眼点でもある。ジョージ・ホイットフィ

ールド伝の著者でもあるスタウトは(5)，本

書の論文では，ロンドンという当時の商業

の中心地から始まったホイットフィールド

の伝道活動を市場で流通する商品としての

福音説教への観点から説明する。

ホイットフィールドの大衆伝道は，この

後20世紀まで続くアングロ・アメリカの福

音伝道のパラダイムを決定した。教会の建

物の内部に止まらない，多くの人々を集め

られる屋外での集会，安息日以外の日の説

教，原稿を用いないでその場の聴衆に合わ

せて語られる即興での説教，そしてひとつ

の場所にこだわらない巡回伝道という，そ

れまでの形式を打ち破ったホイットフィー

ルドのマス・エヴァンジェリズムの方法は

後のリバイバリストに範を提供した(6)。

従来のピューリタンの説教法に乗っ取っ

たジョナサン・エドワーズの淡々とした，

周到なノートを手にしての説教とは異な

り，もともとオックスフォードの学生時代

から演劇に関心の強かったホイットフィー

ルドは，講壇を一種の聖なる劇場（sacred

theater）とし，説教を熱のこもった，ド

ラマチックなパフォーマンスとして聴衆に

見せ，また聴かせたのである。宗教的言説

は，ホイットフィールドの登場により，大

衆のための娯楽的要素が加えられ，福音説

教はカルヴァン主義的文化を共有する国際

市場で頻繁に出回る人気商品となったので

ある。大衆化された福音は，その後，フィ

ラデルフィア，ニューヨーク，ボストンと

新大陸の大西洋岸大都市へ，ホイットフィ

ールドにより伝えられ，やがて彼のパフォ

ーマンスを模す，にわか仕立てのリバイバ

リストにより内陸の辺境へともたらされる

ことになる。植民地全域で大変な人気を博

したホイットフィールドはアメリカ最初の

文化的英雄（cultural hero）とも言え，こ

の時代のもうひとりの寵児，ベンジャミ

ン・フランクリンの関心を引いたのはこの

説教家のパフォーマンスの才能でもある。

カルヴィニスト，アルミニアン双方に受け

入れられた最初のパラチャーチ活動，「新

生」経験の強調，ヴォランタリズム，娯楽

性，大衆性といった後のアングロ・アメリ

カのプロテスタントの特色を決定づけるエ

ヴァンジェリカルな宗教形態は，歴史的に

は，天才的エンターテナー，ホイットフィ

ールドにより生み出されたといっても過言

ではない。エドワーズ的学究型の伝統より

もホイットフィールド的パフォーマンスの

伝統が後世の，特に北アメリカの福音主義

者達には継承されることになる。

デイヴィッド・カリーの論文は，エヴァ

ンジェリカルの相互交流をジョン・コット

ン，リチャード・マザーといったふたりの

第一世代ピューリタンを祖父に持つ17世紀

後期の代表的ピューリタン，コットン・マ

ザーとハレのＡ．Ｈ．フランケとの文通によ

る親交にまで遡る。18世紀，ベンジャミ

ン・フランクリンに影響を与え，アメリカ

のピューリタニズムを世俗化させ，人道主

義的モラリズムとプラグマティズムへと

変容させる要因となったとされるマザー

の『善行録』（Bonifacius: Essays to Do Good）
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は，ガリーの研究によると，ドイツ敬虔主

義の社会的なアクティヴィズムの影響を受

けたものだという。1702年にアングリカン

のジョセフ・ダドレーを植民地の総督に迎

えさせられたニューイングランドのピュー

リタン共同体は，ピューリタニズムの路線

保持の為の新しい方策を探していた。その

中で，フランケとの文通によりマザーが学

んだのが，ドイツ敬虔派の「慈善」に対す

るアプローチだった。慈善活動への傾斜は，

特に，19世紀後期，福音主義運動の強調点

として再びあらわれる。この意味で，キリ

スト者と善行の関係にいちはやく目を止め

たコットン・マザーは，後の福音主義者の

プロトタイプとみなされる(7)。

「革命期」を扱った第二部には，特に宗

教と国家の問題に関する論文が収められて

いる。第三部は19世紀，福音主義が最盛期

を迎えた時代でもあり，いわば，そのアイ

デンティティの確立期についての論文で構

成されている。たとえば，反カソリシズム，

スコットランド常識哲学の強い影響，プレ

ミレニアリズムといったこの時代に福音主

義に加えられた特色についての詳しい分析

がそれぞれなされている。20世紀はじめに

おけるファンダメンタリズム(8)への傾斜の

予兆をたどるのに役立つ論文が多い。第四

部は，宣教活動による福音主義のひろがり，

例として，オーストラリア，アフリカにお

ける展開についてのケース・スタディが収

められている。

第五部の20世紀に関する論文の中では，

19世紀の福音主義プロテスタンティズム

が，特にアメリカにおいて，1920年代，フ

ァンダメンタリストとモダニストの二つの

グループに決裂していく過程が詳しく分析

されている。両グループヘの分裂は，デイ

ヴィッド・ベビントンによると，英語圏で

は特にアメリカにおいて20世紀初頭，決定

的なものとなる。ファンダメンタリズムと

結びつけられる要素を拒否する傾向を持っ

たイギリスの福音派とは異なり，歴史的に

ファンダメンタリストを内部に抱え込むこ

とになったアメリカの福音派プロテスタン

ト教会はモダニズムへの反発がもたらした

極端な反理性主義，神学教育の低迷，ディ

スペンセーショナリズムの強い影響，聖書

の無誤性（inerrancy）に関する論争等，19

世紀の福音主義においては周辺的にしか存

在しなかった数々の問題と長く取り組むこ

とになる(9)。1976年ジミー・カーターの政

治の舞台への登場で脚光を浴びることにな

ったカール・ヘンリー等により推進された

「ネオ・エヴァンジェリカリズム」の刷新

の動きは，しばらくメディアの好意的な注

目を浴びたが，1970年代の終わり頃登場し

たジェリー・ファルウェルの「モラルマジ

ョリティ（Moral Majority）」に代表される

政治的宗教右翼の活動激化に伴い1980年

代，再びイメージ的な打撃を受けることに

なった。福音主義的社会政治活動はたとえ

ば「ソジョナーズ（the Sojourners）」のよ

うな左派によっても行われているにも関わ

らず，現時点で保守プロテスタントの活動

は「ニュー・クリスチャン・ライト（the

New Christian Right）」等の台頭により，

頑迷な反動的ファンダメンタリズムとほぼ

同一視されていると言えよう。

教会規模の大きさと共なり，イギリスと

は異なる様々な問題を抱え込んだアメリカ
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に関して，デイヴィッド・ウェルズは，現

在の福音主義を「中心がぼやけてきたゆえ

に定義しがたい」運動と述べる。また，ア

メリカの福音主義は，「奇妙でエキセント

リックなメンバーをかかえるにもかかわら

ずひとつの家族のままで残っている拡大家

族のようなもの」とも言う。ガブリエル・

フラックルによれば五つ，ロバート・ウェ

バーによれば十四の違ったタイプに分けら

れるという第二次大戦後のアメリカ福音

主義をウェルズ自身は「告白的福音主義

（confessional evangelicalism）」，「超告白

的福音主義（transconfessional evangeli-

calism）」，「カリスマ的福音主義（charis-

matic evangelicalism）」の３つに分類する。

「告白的福音主義」は1940年代から1970年

代聖書的真理の探究を求める超教派的動き

に導かれて宗教改革の基本的信条を基に確

立した。ジョン・ストット，Ｊ．Ｉ．パッカ

ー，あるいはＩＶＣＦといったイギリスの

告白的福音主義の流れにも助けられて活気

づいたアメリカ福音主義の運動は，しかし

ながら，1970年代，急速に，経営手腕を持

つ宗教企業家達により組織化されていく。

かつてハロルド・オッケンガが「ネオ・エ

ヴァンジェリカルズ」と名付けた神学者や

聖書学者の活躍，『クリスチャニティ・ト

ゥデイ』誌を中心に繰り広げられたファン

ダメンタリズムからの離脱運動としての福

音主義は，1970年代以降，テレヴァンジェ

リストやマーケッティングの手腕にたけた

宗教企業家に福音主義の主導権を渡してし

まうことになる。こうして台頭してきた動

きをウェルズは「超告白的福音主義」と呼

ぶ(10)。

1966年のベルリンでの会議を皮切りに

1974年のローザンヌ会議を経て，世界的な

影響力を与えてきたアメリカの福音主義

は，本国においてはかつての「告白的福音

主義」で重要視された聖書的真理の基盤を

失いつつあるという。ローザンヌ精神を継

承する形で開かれたはずの1989年のマニラ

会議でめだったのは，実践的アメリカ版宗

教企業家の「超告白的福音主義」と「カリ

スマ的福音主義」の台頭であるとウェルズ

は語る。ローザンヌを指導した「告白的」

流れは，もはや，福音主義の中心からはず

れたと，ピューリタンの「エレミヤの嘆き」

にも似た調子でウェルズは悲観的観察を述

べる。福音主義は，ポストモダン的多様化

の中で，ますます定義が困難になっている

のが現状だと言えよう。

以上，現在第一線で活躍している英語圏

の福音主義研究者達の論文を収めた本書は

このテーマで出版された研究書の中では際

立って重要な一冊であるが，いくつかの問

題点も見受けられる。編者自ら反省点とし

て述べていることでもあるが，本書には残

念なことに，女性あるいはアングロ・アメ

リカにおける人種的少数派と福音主義運動

との関係についての論文が全く収められて

いない。近年の歴史学で，特に社会史，文

化史の研究方法導入により歴史の再記述の

努力がなされている現状を顧みる時，こう

したテーマの論文が全く収められていない

のは大変残念である。また，アングロ・ア

メリカの福音主義を主眼にしているためで

あろうが，大陸ヨーロッパのプロテスタン

ティズムとの関係についての研究もさほど

顧みられていないし，19世紀以降の非英語
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圏における海外伝道と福音主義の世界的な

拡大の歴史についての研究はアフリカに関

する一論文しか収められていない。こうし

た点からは，本書は福音主義の歴史の全体

像を把握するには決して包括的な研究書と

は言い難い。しかしながら，環大西洋地域

は，歴史的に福音主義の中心となってきた

場所でもあり，運動のルーツを探る研究の

ためには様々な手がかりを提供してくれる

大変重要な論文集だと言えよう。福音主義

が世界化した観のある現在は，ポストコロ

ニアルな視点からの研究も待たれる。
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